
住民の安全・安心まもるため再稼働ストップ

原発に頼らない社会へ転換を
　

日
本
共
産
党
の
大
平
喜
信
衆
院
議
員(

比
例
・
中
国)

は
5
月
12
日
、
衆

院
経
済
産
業
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、
中
国
電
力
に
よ
る
相
次
ぐ
不
正
・
不

祥
事
や
、
宍
道
断
層
の
過
小
評
価
な
ど
を
追
及
し
、
島
根
原
発
を
再
稼
働
さ

せ
な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

大
平
議
員
が
指
摘
し
た
の
が
、
過
酷
事
故

を
起
こ
せ
ば
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
被
害

が
住
民
を
襲
う
原
子
力
発
電
所
を
、
中
電
に

取
り
扱
う
資
格
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
。

　

大
平
議
員
は
「
こ
れ
ま
で
、
中
電
は
土
用

ダ
ム
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、
地
元
自
治
体
と
交

わ
し
た
公
害
防
止
協
定
の
違
反
、
ば
い
煙
規

制
値
超
過
に
よ
る
大
気
汚
染
防
止
法
違
反
、

原
発
内
で
の
相
次
ぐ
火
災
な
ど
を
起
こ
し
、

２
０
１
０
年
に
は
、
島
根
原
発
１
号
機
で
５

１
１
カ
所
も
の
点
検
漏
れ
を
起
こ
し
、
そ
れ

を
１
年
間
公
表
せ
ず
、
原
発
を
運
転
し
て
い

た
。
当
時
の
原
子
力
保
安
庁
は
、
保
全
活

動
総
合
評
価
で
最
低
の
レ
ベ
ル
１
を
つ
け

て
い
た
が
、
中
電
に
危
険
な
原
発
を
扱
う

資
格
が
あ
る
の
か
」
と
追
及
し
、
世
耕
弘

成
経
産
相
は
、「
中
電
は
安
全
管
理
や
規

制
委
員
会
の
審
査
に
誠
実
に
対
応
し
、
安

全
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　　

ま
た
大
平
議
員
は
、「
宍
道
断
層
が
国

の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
か
ら
、
主
要

断
層
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
電
は

評
価
を
22
㌔
か
ら
25
㌔
に
変
更
し
た
が
、

東
端
は
不
確
定
で
あ
り
、
鳥
取
県
沖
西
部

断
層
な
ど
と
の
連
動
も
考
え
ら
れ
る
」
と

質
問
。
原
子
力
規
制
委
員
会
の
田
中
俊
一

委
員
長
は
「
企
業
者
が
追
加
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
連
動
も
含
め
て
厳
正
に
審
査

し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

30
キ
ロ
圏
内
に
47
万
人
、
避
難
に
最
長
28
時
間
を
想
定

大平衆院議員
経済産業委

点
検
漏
れ
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、
宍
道
断
層
を
過
小
評
価…
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圏
内
５
市
に
も
松
江
並
み
の
安
全
協
定
を

 　

大
平
議
員
は
、
島
根
原
発
か
ら
30
㌔
圏

内
に
は
松
江
市
、
出
雲
市
、
安
来
市
、
雲
南

市
、
米
子
市
、
境
港
市
の
６
市
に
47
万
人
が

暮
ら
し
、
そ
の
非
難
に
最
長
で
約
28
時
間
が

想
定
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、「
立
地
自
治

体
・
松
江
市
以
外
の
５
市
は
、①
新
増
設
や

変
更
に
対
す
る
事
前
承
認
②
原
子
炉
の
停
止

を
含
む
適
切
措
置
要
求
、
立
ち
入
り
調
査
権

を
認
め
る―

―

な
ど
松
江
市
と
同
等
の
安
全

協
定
を
求
め
て
い
る
」
と
国
が
責
任
を
も
っ

て
実
現
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　

世
耕
経
産
相
は
「
あ
く
ま
で
も
電
力
会

動画をご覧ください➡

中
国
電
力
に
原
発
を
扱
う
資
格
な
し

！島根原発

断
層
の
連
動
あ
り
得
る

社
と
自
治

体
の
話
し

合
い
で
締

結
す
る
も

の
」
と
冷

た
い
答
弁

に
終
始
し

ま
し
た
。


